
AI-EI法律事務所

代表弁護士 森 倫洋

担保法制・倒産法制における

労働者保護について

1

資料４



経済的窮境企業における経営者・労働者

● 経営者側

・ 当面の資金調達の必要性と困難性（貸してもらえない）

・ 自己保身による問題先送り（リストラクチャリングしない）

・ 情報の非開示

● 労働者側

・ 雇用継続への不安

・ モチベーションの低下 → 優秀な社員の離職

・ 現状改変への抵抗

・ 情報の不足/客観的状況分析の困難性
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経済的窮境企業で生じる問題

● 資金繰りの悪化と資金調達の困難

→ 賃金・退職金の未払い・減額

● 再生着手の遅れ

→ 事業価値の毀損・再建の困難

破産・事実上の清算しか選択肢がない

※バス会社の事例の紹介

（転職可能で早期着手の方が被害が小さい例）
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労働者代表への意見聴取の課題

● 前提情報の把握の困難性

● 代替策の提示の困難性

※ 現実的に意見を言える内容：役員責任・役員報酬、他の
コスト項目、事業譲渡の相手先

● 究極の選択？（人員削減か賃金カットか）

～ 労働者内の意見のすり合わせの困難

cf ラジオ局の再生の事例
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担保設定における意見聴取の問題

● 意見聴取の実効性：何を言えるのか？

※ 実行場面は譲渡先や譲渡の際の労働条件等が想定される
が設定では？

● 誰に意見聴取するのか（適格性・責任の所在）

※ 労働組合のある場合には労働協約で規定する方法はある
のではないか？

● 実行までのタイムラグ（状況や人員の変化）

● 設定へのハードルを設けることへの懸念

→ 資金調達せずに安易に「従業員からの与信」に頼らないか
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